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中国人学習者・韓国人学習者の促音の誤用についての一考察
─コーパス I-JASを用いて─
平 田 秀
1. はじめに
本論では、中国人日本語学習者（以下「中国人学習者」とする）・韓国人日本語学習者
（以下「韓国人学習者」とする）による促音の誤用について、国立国語研究所が作成・公開
をしているコーパス I-JAS上のデータを用いて考察を行う。
日本語には、（1）に示す通りの特殊拍が存在することが広く知られている。
（1）日本語の特殊拍
撥音：ぐんま
促音：とっとり
長音：とうきょう
（1）に示した特殊拍は、「あ」や「か」などの通常の自立拍と同様に、1拍分の音韻的な
長さをもつ。俳句や短歌、川柳においては、自立拍と特殊拍が同様に 1拍として扱われるこ
とがその証拠となる。その一方で、特殊拍は（2）に示す通りの自立拍とは異なる特性をもつ。
（2）特殊拍のもつ特性
a. 特殊拍が単語や音節の最初に立つことは基本的にない1）。
b. アクセントは、特殊拍を避けて自立拍が担う傾向がある（上野 2003：69）
特殊拍は長さの面では自立拍と同様に 1拍として扱われるが、（2）に示した通りの自立
拍とは異なる特性をもつ。また、撥音は音節末尾の鼻子音が 1拍分の長さをもつ。促音は
二重子音の前半部が 1拍分の長さをもつ。長音は、先行する母音の長さを 1拍分延長する
ものである。これらの特殊拍のもつ特徴は、多くの日本語学習者にとって習得の難しい要素
である。日本語学習者にとって特殊拍の習得が難しいことを指摘した諸先行研究として、戸
田（2003：70）、戸田（2007：35）、国際交流基金（2009：68-69）、河野（2014：143）、
松崎・河野（2018：202）が挙げられる。
本論では、中国人学習者・韓国人学習者の促音の誤用について分析する。促音は、国際交
流基金（2009：59）でも述べられている通り二重子音の前半部であり、促音の後ろにくる
子音によって促音部分の発音がそれぞれ異なるという特性をもつ。
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（3）促音の発音（国際交流基金 2009：59）
[-pp-]: いっぱい（1杯）
[-tt-]:  いったい（1体）
[-kk-]: いっこ（1個）
促音は表記の際にはすべて「っ」が用いられるが、実際の発音は後続する子音によって
（3）に示したようにさまざまである。また、さきに述べた通り、促音は二重子音の前半部
であり、二重子音をもたない言語も数多く存在するため、日本語の促音は外国人学習者に
とって習得が難しい要素である。本論では、中国人学習者・韓国人学習者の促音の誤用につ
いて、コーパス I-JASを用いて論じる。次の第 2節で、I-JASの概略について示す。
2. コーパス I-JAS について
I-JASとは正式名称が「多言語母語の日本語学習者横断コーパス（International Corpus 
of Japanese as a Second Language）」の、国立国語研究所の構築した日本語学習者の発話と
作文のデータを収録したコーパスである（迫田他 2016）。（4）に示す通りの話者のデータ
が収録されている。
（4）I-JASに収録されているデータの話者
〈海 外〉
・中国語（中国・台湾）
・韓国語（韓国）
・タイ語（タイ）
・ベトナム語（ベトナム）
・インドネシア語（インドネシア）
・英語（アメリカ・オーストラリア）
・ドイツ語（ドイツ・オーストリア）
・フランス語（フランス）
・スペイン語（スペイン）
・ロシア語（ロシア）
・ハンガリー語（ハンガリー）
・トルコ語（トルコ）
〈日本国内〉
・国内教室環境学習者（主に日本語学校の在学生や日本の大学に留学している大学生）
・国内自然習得学習者（体系的に日本語学習をしておらず、日本で生活をしながら自然
に日本語を習得している学習者）
・日本語母語話者
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また、I-JASに収録されているデータは、（5）に示す 7種のタスクに基づくものである。
（5）I-JASに収録されているデータのタスク（I-JAS利用マニュアル2）より）
・ストーリーテリング 1・2（テーマ : 「ピクニック」・「鍵」）
・対話（30分程度・ウォーミングアップ、「日本語学習の動機」など現在のこと、「誕
生日の祝い方」など過去の体験、「将来の夢」など未来のこと・意見陳述、クールダ
ウンからなる）
・ロールプレイ（テーマ : 「日本料理店でのアルバイト」）
・絵描写（提示された絵をもとに描写）
・ストーリーライティング 1・2（テーマ : 「ピクニック」・「鍵」）
・メール 1・2・3（テーマ : 「奨学金申請のための推薦状の依頼」・「レポート提出期限
延長のお願い」・「依頼された観光案内を断る」）
・エッセイ（テーマ : 「私たちの食生活 : ファーストフードと家庭料理」）
（4）（5）に示した通り、I-JASには多様な母語の日本語学習者について、多様なタスクの
データが収録されていることが大きな特徴である。本論では、（4）の話者・（5）のタスク
のうち、中国人学習者・韓国人学習者によるストーリーテリング 1（テーマ：「ピクニック」）
のデータを使用して分析を試みる。次の第 3節で、本論で扱うデータについて詳述する。
3. 本論の分析対象
本論では、以下の（6）に示す I-JAS収録データを分析の対象とする。
（6）本論の分析対象
・（4）の学習者のうち、中国人学習者・韓国人学習者のデータを使用する。
・（5）のタスクのうち、ストーリーテリング 1（テーマ : 「ピクニック」）のデータを使
用する。
・ストーリーテリング 1のタスク中に出現した促音を含む「ピクニック」「サンドイッ
チ」「バスケット」の 3語を分析対象とする。
（6）に示したストーリーテリング 1は、「ピクニック」をテーマとしている。図 1のイラ
ストを学習者に提示した上で、学習者にタイトル「ピクニック」と言い出し文「朝、ケンと
マリはサンドイッチを作りました。」を与え、言い出し文に続ける形でストーリーテリング
を行う形式で行われた3）。まず、ストーリーテリングのテーマが「ピクニック」であるため、
促音を含む「ピクニック」が多く出現することが予想された。学習者に与えられた言い出し
文には「サンドイッチ」が含まれており、「サンドイッチ」の出現も予想されるものであっ
た。また、イラスト中には「ケン」「マリ」「犬」「バスケット」「地図」があらかじめ提示さ
れており、促音を含む「バスケット」も同様に多く出現することが予想された。
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図 1 「ピクニック」のストーリーテリングに使用されたイラスト（迫田他 2016：99）
I-JASにおいて、学習者の発話は文字起こしがなされ、誤用があった箇所については、そ
の旨を示すタグが付与されている。本研究では、当該のストーリーテリングに出現した語の
うち、促音を含む「ピクニック」「サンドイッチ」「バスケット」の 3語を抽出し、促音の
誤用について分析する。次節第 4節で、中国人学習者・韓国人学習者の促音の誤用につい
て考察を行う。
4. 分析結果
4.1. 中国人学習者の促音の誤用
3.で示した促音を含む「ピクニック」「サンドイッチ」「バスケット」の 3語について、
下記の（7）の通りの誤用が観察された。
（7）学習者による促音の誤用
a. 促音の脱落 （ピクニック → ピクニク）
b. 促音の長音・撥音への転換 （バスケット → バスケート）
 （サンドイッチ → サンドインチ）
c. 促音のかかわる箇所以外での誤用 （ピクニック → パクニック）
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対象とする 3語について、それぞれ正用と誤用の数を表 1に示す。
表 1 中国人学習者による 3 種の語の正用数と誤用数
正用 (7a) (7b) (7c) 計
ピクニック 153 22 3 23 201
サンドイッチ 183 16 8 11 218
バスケット 348 25 23 62 458
計 684 63 34 96 877
表 1に示した通り、3種の語の合計 877例中、4分の 3強である 684例が正用であった。
（7a）の促音の脱落（ピクニック→ピクニク）は全体の約 7%である 63例、（7b）の促音の
長音・撥音への転換（バスケット→バスケート・サンドイッチ→サンドインチ）は全体の約
4%である 34例、（7c）の促音が関わらない誤用（ピクニック→パクニック）は全体の約
11%である 96例であった。
I-JASには、それぞれの学習者の J-CATの得点についての情報が記載されている。
J-CATの得点と促音の誤用についての連関を表 2に示す。表 1中に示した促音のかかわる
箇所以外での誤用（ピクニック→パクニック）は表 2から除外した。
表 2 中国人学習者による促音の誤用と J-CAT 得点の連関
J-CAT 得点 正用 （7a） （7b） 計
～ 200 90 13 14 117
201～ 250 301 26 15 342
251～ 300 257 23 5 285
301～ 36 1 0 37
計 684 63 34 781
表 2に示した通り、J-CATの得点が 200点以下の中級前半・中級の中国人学習者におい
ては、全 117例中の約 23%にあたる 27例が（7a）か（7b）のいずれかの誤用であった。
それに対し、201～250点の中級後半の学習者においては、全 342例中の約 12%にあたる
41例が誤用であった。251～300点の上級前半の学習者においては、全 285例中の約 10%
である 28例が誤用であった。301点以上の上級以上の学習者においては、誤用は全 37例
中の 1例にとどまった。
J-CATの得点が上がるにつれ、促音の誤用は減る傾向にあるものの、上級前半の話者に
おいても一定数の誤用がみられたことが注目される。促音の指導に特別の配慮が必要である
ことが示唆される結果となった。
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4.2. 韓国人学習者の促音の誤用
本節では、4.1.で述べた中国人学習者のデータと同様に、韓国人学習者の促音の誤用につ
いて分析する。4.1.と同様に、「ピクニック」「サンドイッチ」「バスケット」の 3語につい
て、正用と誤用の数を表 3に示す。
表 3 韓国人学習者による 3 種の語の正用数と誤用数
正用 (7a) (7b) (7c) 計
ピクニック 71 3 0 7 81
サンドイッチ 59 3 1 11 74
バスケット 112 4 0 16 132
計 242 10 1 34 287
表 1で示した中国人学習者のケースと比較して、非常に誤用が少ない点が目立つ結果と
なった。（7a）の促音の脱落は 287例中 10例と、約 3.5%にとどまった。また、（7b）の促
音の長音・撥音への転換ととらえられる例は 1例のみであり、この 1例は「サンドイッチ」
を「さんどーちゅー」と発音したものを便宜的に（7b）に分類したものである。中国人学
習者にみられた「バスケット」を「バスケート」、「サンドイッチ」を「サンドインチ」と発
音する類の長音・撥音への転換は韓国人話者には観察されなかったと言える。
次に、表 4に J-CATの得点と促音の誤用についての連関を示す。表 3中に示した促音の
かかわる箇所以外での誤用（7c）は表 4から除外した。
表 4 韓国人学習者による促音の誤用と J-CAT 得点の連関
J-CAT 得点 正用 （7a） （7b） 計
～ 200 44 2 0 46
201～ 250 81 6 1 88
251～ 300 64 2 0 66
301～ 53 0 0 53
計 242 10 1 253
表 4で示した通り、全体に促音の誤用は韓国人学習者においては少なかったものの、
J-CATで 251～300点を取得した上級前半の学習者においても（7a）の促音の脱落の例が
みられた。中国人学習者のケースと同様に、促音の指導には特別の配慮が必要であるととら
えられる。
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4.3. 中国人学習者と韓国人学習者の対照
促音の誤用について、中国人学習者と韓国人学習者を対照した結果を表 5に示す。
表 5 中国人学習者・韓国人学習者による促音の誤用
正用 (7a)・(7b) 計
中国人学習者 684 97 781
韓国人学習者 242 11 253
計 926 108 1034
中国人学習者と韓国人学習者の促音の誤用の頻度について、有意水準 5%でカイ二乗検定
を行った結果、有意な差が認められた4）。韓国人学習者は、中国人学習者と対照して促音の
誤用が少ないと言える。
5. まとめ
本研究では学習者コーパス I-JASに基づき、中国人学習者と韓国人学習者の促音の誤用に
ついて考察を行った。まず、中国人学習者においては、（1）促音の脱落、（2）促音の長音・
撥音への転換、の 2種の誤用がみられることを指摘した。I-JASには学習者の J-CATの得点
の情報も記載されており、J-CATの得点が高くなるにつれ、促音の誤用は減る傾向にあるも
のの、上級前半の話者においても一定数の誤用がみられ、促音の指導に注意が必要であるこ
とを指摘した。韓国人学習者においては、上記（2）促音の長音・撥音への転換はほとんど
みられず、また促音の誤用の頻度も中国人学習者と対照して有意に低いという結果であった。
本研究では外来語名詞 3種を分析対象としたが、日本語の語彙の大多数を占める和語・
漢語における促音のふるまいについては、本研究では扱うことができなかった。また、促音
の誤用には脱落や転換だけでなく、挿入（ピクニック → ピックニック）も観察される。こ
れらについて分析を進めることを今後の課題としたい。
註
1） 近年の口語やくだけた文体の文においては、「んで」（＝そんで、それで）、「ったく」（＝まっ
たく）といった、撥音や促音で音節が始まると想定できるケースもみられる。
2）「I-JAS 利用マニュアル 簡易版」より（https://chunagon.ninjal.ac.jp/static/2.4.5/ijas/I-JAS_
Manual.pdf・2019年 8月 19日閲覧）
3）「I-JAS 利用マニュアル 簡易版」より（https://chunagon.ninjal.ac.jp/static/2.4.5/ijas/I-JAS_
Manual.pdf・2019年 8月 19日閲覧）
4） n = 1034, χ2 = 13.312, df = 1, p < 0.001
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